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山梨大学学生山梨大学学生山梨大学学生山梨大学学生フォーミュラフォーミュラフォーミュラフォーミュラ部部部部    

梨甲祭梨甲祭梨甲祭梨甲祭奮闘記奮闘記奮闘記奮闘記    

はじめにはじめにはじめにはじめに    

 晩秋の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。この度は 11月 2・3・

4 日に開催された山梨大学学園祭（梨甲祭）について報告させていただきます。

梨甲祭において弊部はで自動車工学に関する勉強会とマシンの展示、デモ走行

を行いました。 

 11111111月月月月 2222日日日日    自動車工学基礎講座自動車工学基礎講座自動車工学基礎講座自動車工学基礎講座    

梨甲祭初日の 11月 2日は自動車工学基礎講座を開催しました。この講座は株

式会社堀場製作所より松浦孝成様(本学 OB)をお招きし、弊部の知識面の成熟度

を向上させることを目的とし行いました。 

講義の内容は以下のとおりです。 

 

1.1.1.1. 全日本学生全日本学生全日本学生全日本学生フォーミュラフォーミュラフォーミュラフォーミュラ大会大会大会大会とはとはとはとは    

                    －－－－大会理念大会理念大会理念大会理念とそのとそのとそのとその意義意義意義意義    

2.2.2.2. 07070707年山梨大学初参戦年山梨大学初参戦年山梨大学初参戦年山梨大学初参戦    

                    －－－－大会結果大会結果大会結果大会結果、、、、ルーキールーキールーキールーキー賞受賞賞受賞賞受賞賞受賞までのまでのまでのまでの道道道道のりのりのりのり    

3.3.3.3. 08080808年車両年車両年車両年車両ののののベンチマークベンチマークベンチマークベンチマークとととと目標順位目標順位目標順位目標順位    

                    －－－－仮仮仮仮にににに 25252525位以内位以内位以内位以内をををを目標目標目標目標としたときとしたときとしたときとしたとき    

4.4.4.4. 07070707年本大会年本大会年本大会年本大会のののの走行走行走行走行コースコースコースコース分析分析分析分析    

                    －－－－大会本部大会本部大会本部大会本部のののの考考考考ええええ    

                    －－－－ギヤギヤギヤギヤ選択選択選択選択からからからから割割割割りりりり出出出出すすすす最高回転最高回転最高回転最高回転とととと最高車速最高車速最高車速最高車速    

5.5.5.5. エンジンエンジンエンジンエンジン    

                    －－－－エンジンエンジンエンジンエンジンのののの構造構造構造構造    

    －－－－空燃比空燃比空燃比空燃比とととと排排排排ガスガスガスガスについてについてについてについて    

    －－－－点火時期点火時期点火時期点火時期とととと燃焼燃焼燃焼燃焼についてについてについてについて    

                    －－－－吸気吸気吸気吸気とととと充填効率充填効率充填効率充填効率    

    －－－－燃料燃料燃料燃料タンクタンクタンクタンク    

    －－－－冷却系冷却系冷却系冷却系ととととブローバイブローバイブローバイブローバイガスガスガスガスのののの処理処理処理処理    

6.6.6.6. 燃料燃料燃料燃料タンクタンクタンクタンクのののの構造構造構造構造    

    －－－－レギュレーションレギュレーションレギュレーションレギュレーションをををを満満満満たすたすたすたす構造構造構造構造とはとはとはとは    

                    －－－－上位校分析上位校分析上位校分析上位校分析によるによるによるによる最大容量決定最大容量決定最大容量決定最大容量決定    
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7.7.7.7. デフギヤデフギヤデフギヤデフギヤのののの構造構造構造構造とととと役割役割役割役割    

                    －－－－なぜなぜなぜなぜ車両車両車両車両はははは曲曲曲曲がるかがるかがるかがるか    

                    －－－－デフデフデフデフ小型軽量化小型軽量化小型軽量化小型軽量化ののののノウハウノウハウノウハウノウハウ    

8.8.8.8. サスペンションサスペンションサスペンションサスペンション    

                    －－－－車両車両車両車両のののの挙動挙動挙動挙動    

                    －－－－最小回転半径最小回転半径最小回転半径最小回転半径    

                    －－－－アッカーマンアッカーマンアッカーマンアッカーマン････ジオメトリジオメトリジオメトリジオメトリとはとはとはとは    

9.9.9.9. 実習講座実習講座実習講座実習講座    

梨大梨大梨大梨大フォーミュラフォーミュラフォーミュラフォーミュラ部部部部ののののマシンマシンマシンマシンをををを徹底解剖徹底解剖徹底解剖徹底解剖    

                    －－－－エンジンエンジンエンジンエンジン吸排気吸排気吸排気吸排気のののの設計設計設計設計    

                    －－－－サスペンションサスペンションサスペンションサスペンションのののの設計設計設計設計    

                    －－－－ベアリングベアリングベアリングベアリング・・・・機械要素機械要素機械要素機械要素のののの解説解説解説解説    

                    －－－－エンジンエンジンエンジンエンジン始動試験始動試験始動試験始動試験・・・・排排排排ガスガスガスガス測定試測定試測定試測定試験験験験    

 

また、この講義はオープン講座として行われ幣部の部員だけでなく一般の

方々にも参加していただきました。自動車工学の基礎ということで今後の設計

に欠かせないものも多くありました。今後の設計に役立てていきたいと思いま

す。大変貴重な講義をしていただいた松浦様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 1111    講義講義講義講義のののの様子様子様子様子    
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  マシンコンセプト：『『『『全全全全てのてのてのての人人人人にににに走走走走るるるる喜喜喜喜びをびをびをびを』』』』    

目標：：：：「「「「誰誰誰誰もがもがもがもが手軽手軽手軽手軽にににに、、、、安全安全安全安全にににに、、、、安安安安くくくく楽楽楽楽しめるしめるしめるしめる車両車両車両車両のののの提供提供提供提供」」」」    

以上のコンセプトを達成するための具体的目標として、以下の 4点を掲げている。 

 

   

 

 
 

    

    

    

    

    

    

    

    

                                                                                                                                                                                            

    

    

 

 

 

 

    

3. 3. 3. 3. 整備性整備性整備性整備性のよいのよいのよいのよい車両車両車両車両    

 車両車両車両車両のののの整備整備整備整備にににに専用工具専用工具専用工具専用工具をををを必要必要必要必要としないとしないとしないとしない    

→ ホームセンターで手に入る工具で整備可能 

 構成部品構成部品構成部品構成部品のののの簡素化簡素化簡素化簡素化    

→ 予備部品の製作が容易 

 

2. 2. 2. 2. 経済的経済的経済的経済的なななな車両車両車両車両    

 安価安価安価安価なななな車両価格車両価格車両価格車両価格    

→ 各部門で統一の材料を使用 

 長長長長くくくく使用使用使用使用できるできるできるできる車体構造車体構造車体構造車体構造    

→ 剛性の高い材料の採用 

 

4. 4. 4. 4. 環境環境環境環境へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮    

 排気触媒排気触媒排気触媒排気触媒をををを装備装備装備装備     

→ 排気ガスをクリーン化（HC,CO,CO2の削減） 

1. 1. 1. 1. 手軽手軽手軽手軽にににに、、、、スポーツスポーツスポーツスポーツ走行走行走行走行できるできるできるできる車両車両車両車両    

 販売販売販売販売ターゲットターゲットターゲットターゲット     

→ サンデーレース初心者・初級者 

 扱扱扱扱いやすいいやすいいやすいいやすいパワーパワーパワーパワーででででマニュアルマニュアルマニュアルマニュアル走行走行走行走行をををを楽楽楽楽しししし

めるめるめるめる車両車両車両車両        

    

 11111111月月月月 3333・・・・4444日日日日    マシンマシンマシンマシン展示展示展示展示････デモデモデモデモ走行走行走行走行    

2日目･3日目はマシンの展示とデモ走行を行いました。 

 マシンマシンマシンマシン展示展示展示展示    

今回のマシン展示は、多くの学外の方々にも私たち山梨大学学生フォーミュ

ラ部の活動について広く知っていただくために行いました。それと平行してマ

シンの製作工程や第 5 回全日本学生フォーミュラ大会の様子などを紹介したパ

ネルも一緒に展示しました。 

 

山梨大学学生フォーミュラ部
大会参戦記１

・全日本学生フォーミュラ大会とは
（社）自動車技術会が主催する、学生自
ら構想・設計・製作した車両による、も
のづくりの技術向上を目指した全国大
会です。学生は約１年をかけて一台の
フォーミュラカーを製作し、加速性能、
旋回性能、耐久走行等の競技に参加
します。

・大会の背景と意義
学生フォーミュラ大会の歴史は１９８１
年、教室の中だけでは優秀な技術者
が育たないことに気がついたアメリカ
で、「ものづくりによる実践教育の場」
として開催されました。近年では全米
の１００校以上の大学と自動車メーカ
が協賛する国際敵な大会となっていま
す。
日本では２００３年に第１回大会が
行われました。今年度（第５回大会）は
６１校のエントリーがあり、５９校の参
加がありました。山梨大学は、２００７
年９月１２～１５日に静岡県袋井市の
小笠原総合運動公園にて行われた第
５回大会に初出場いたしました。以降
に大会参戦記として大会の内容をご
説明いたします。

第5回大会出場校 集合写真

・大会１日目

この日は、静的種目の競技と車検が行
われました。静的種目には以下の競技
があります。

コスト審査・・・車両の製作の際に、コストを

抑えるために工夫した点の審

査。

デザイン審査・・・各大学の車両コンセプトの

審査。コンセプトを実現する

ために工夫した点の審査。

プレゼンテーション審査・・・製作した車両が

市場の要求を満たしており、

製造販売で利益が出せること

をプレゼンテーションする審査。

私たちは自らのコンセプトである「全ての人

に走る喜びを」に基づき、扱いやすい車両を

開発し、環境に配慮し排気ガスの浄化装置

（排気触媒）を取付けたことを中心にアピー

ルしました。

静的審査の１コマ

審査資料の一部

 

山梨大学学生フォーミュラ部
大会参戦記２

・大会２日目

この日は、動的種目の競技と車検が行
われました。動的種目には以下の競技
があります。

アクセラレーション・・・０－７５ｍの直線を

を加速し、タイムを競う競技。

スキッドパッド・・・８の字の定常円を周回する

のに要したタイムを競う競技。

オートクロス・・・直線・ターン・スラロームを

組み合わせた約８００ｍのコースを１週
するのに要するタイムを競う競技。

山梨大学はこの日までに車検に合格する

ことができず、上記に競技に出走すること

ができませんでした。車検で指摘を受けた

箇所の改修に全力を挙げておりました。

・大会３日目

この日は、大会のメインイベントである
エンデュランス（耐久走行）が行われま
した。車検に合格していない大学はこ
の日までに車検に合格できれば翌日出
走することができます。山梨大学はこ
の日車検に合格することができました。

・大会４日目

大会最終日であるこの日は耐久走行と
表彰式、閉会式が行われました。

無事に出走することができた梨大の車両で

したが、約１ｋｍを走行したところでエンジ

から白煙が上がってしまいリタイヤすること

になってしましました。

・表彰式

全てのシュケジュールが終了し表彰式が
行われました。山梨大学の目標とした
「新人賞入賞」は誰の手に渡ったのでしょ
うか・・・。

結果として・・・「新人賞２位」

「ウェブサイト賞努力賞」

の２つの賞をいただくことができました。

この場をお借りして、活動を支援して下さった

全てのスポンサー様にお礼申し上げます。

ありがとうございました。

車検の１コマ 車両を改修中

出走順を待つ梨大のマシン

大会記念撮影 受賞トロフィー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 2222展示展示展示展示したしたしたしたパネルパネルパネルパネルのののの一部一部一部一部 
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また、見学に来てくださった方々には弊部が製作したマシンに試乗していた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図図図図 3333    展示中展示中展示中展示中のののの様子様子様子様子    

 

11月 3日はオープンキャンパスということもあり近隣の高校生の方々にも幣

部の活動を知っていただくため、受付会場前でパネルの掲示、ビラ配りを行い

ました。弊部の活動に興味を持ち、この山梨大学に入学していただけたら幸い

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 4444    オープンキャンパスオープンキャンパスオープンキャンパスオープンキャンパス受付前受付前受付前受付前でのでのでのでの展示展示展示展示    
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 デモデモデモデモ走行走行走行走行    

梨甲祭において弊部最大のイベントであるデモ走行を 2日間にわたり午前、

午後に 30分ずつ行いました。 

 

� デモデモデモデモ走行走行走行走行 1111日目日目日目日目 

 デモ走行を行う前日、マシンの走行に向けた準備を行いましたが、その時は

エンジンの調子が悪く不安が残る状態でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 5 5 5 5 デモデモデモデモ走行走行走行走行にににに向向向向けたけたけたけたマシンマシンマシンマシン調整調整調整調整のののの様子様子様子様子    

 

 

しかし、当日はエンジンの調子もよく多くの方々に弊部のマシンの走る姿を

見ていただくことができました。そんな中、事件が起きたのは午後の 2回目の

走行を行ったときです。マシン後方より異音が生じマシンが停止してしまいま

した。調査を行うとエンジンからの動力をタイヤに伝達するために必要となる

デファレンシャルギヤ付近が破損していました。当日はエンジンの調子もよく

ドライバーも素晴らしい走りを見せてくれていただけあって弊部としても非常

に残念な事件でした。また、お越しくださった方々には大変ご迷惑をおかけい

たしました。この場をかりてお詫び申し上げます。 

 このデファレンシャルギヤの破損によりマシンは走行不能になってしまいま

した。しかし、デモ走行は二日間予定されており、次の日も走らなくてはいけ

ません。そこで、部員一同一丸となり修復作業を行いました。破損状況はデフ

ァレンシャルギヤを納めるケースの雌ねじ部がつぶれ、ボルトが抜けていると

いうものでした。この修復作業は深夜 3時を超える大工事となりました。 
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ケースケースケースケース    

  

     デファレンシャルギヤデファレンシャルギヤデファレンシャルギヤデファレンシャルギヤのののの一部一部一部一部    

                                 ボルトボルトボルトボルト                                                                

 

 

 

                                           

                                                                                                                                                                    

     破損部分破損部分破損部分破損部分    

 

 

 

  

今回の故障の原因としてはマシンリバウンド時の衝撃がデファレンシャルギ

ヤ部分に集中してしまったことが考えられます。これから更に破損原因を追求

し、今後の設計に生かしたいと思います。 

 

� デモデモデモデモ走行走行走行走行 2222日目日目日目日目 

明け方近くまでに及ぶ修復作業の甲斐あって、マシンは走行可能な状態まで

修復できました。2日目の走行では特に目立った問題もなく無事に走行すること

ができました。また、お越しくださった方々に弊部のマシンが軽やかに走る姿

を見せることができ満足のいくデモ走行となりました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 6666    破損状況破損状況破損状況破損状況    

図図図図 7  7  7  7  走行前走行前走行前走行前のののの様子様子様子様子    
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図図図図 8888    走行中走行中走行中走行中のののの様子様子様子様子    
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Yamanashi Formula RYamanashi Formula RYamanashi Formula RYamanashi Formula Resercheserchesercheserch&Development&Development&Development&Development    

                                                                                                                  Nov 4 2007  Nov 4 2007  Nov 4 2007  Nov 4 2007    

    

最後最後最後最後にににに    

 今回の梨甲祭では弊部の活動を多くの方に知っていただけたと思います。ま

た、知識、技術の向上も図ることができ、弊部にとって大変有意義なものとな

りました。 

今回の梨甲祭を成功させることができましたのも学生支援課様、学園祭実行

委員の皆様、本学 OBの皆様、そして多くのスポンサーの皆様のご協力があっ

たからこそのものでした。本当にありがとうございました。 

これからも弊部は最高のものづくりを目指し知識、技術、組織力の更なる向

上を図っていく次第です。支援者様には今後ともご支援、ご協力をよろしくお

願い申し上げます。 

以上をもちまして梨甲祭奮闘記とさせていただきます 

 

 

 

 

 

 

 

 


